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掛川市教育委員会定例会議事録 
会 議 名 令和５年６月掛川市教育委員会定例会 

場  所 掛川市役所南館 会議室 

開催日時 令和５年６月30日（金） 午前10時00分時から午前11時分57分まで 

出 席 者 教育長       佐藤嘉晃 

教育長職務代理者  戸塚忠治 

委員        橋山鈴代 

委員        馨 敏郎 

委員        田辺エミ 

教育部長           山梨 実 

こども希望部長        沢崎知加子 

教育政策課長         尾崎和宏 

こども給食課長        高塚茂樹 

学校教育課長         小関昌典 

図書館長           後藤晶子 

こども希望課長        石田梨江子 

教育部政策官         鈴木知子 

 

１ 協議事項 

(1) 学校再編計画（案）について （教育政策課） 

(2) 部活動地域展開計画の策定について （教育政策課）   

(3) 掛川市社会教育委員の委嘱について  （教育政策課） 

 

２ 報告事項 

(1) 掛川の教育＜令和５年度の統計書＞について (教育政策課)  

(2) 第17回かけがわ教育の日について （教育政策課） 

(3) 掛川教育ディスカッションについて （教育政策課） 

(4) 新制服着こなしガイドラインについて （教育政策課） 

(5) 部活動地域展開推進事業の進捗状況について【一部非公開】 (教育政策課)  

(6) 掛川市学校ネットパトロールの結果報告について（５月分） (教育政策課)  

(7) 第８回「はばたけ未来の吉岡彌生賞」の実施について (教育政策課)  

(8) 令和５年６月給食まんてん便り及び献立表について （こども給食課） 

(9) 学校給食費の一部減免等について （こども給食課） 

(10) 掛川市内小中学校のあらわれについて （学校教育課） 

(11) 掛川市内小中学校のあらわれについて（生徒指導報告）【非公開】 （学校教育課） 

(12) 令和５年度部活動指導員について （学校教育課） 

(13) 図書館だより（令和５年６月号）及びえ（ほ）んむすびについて （図書館） 

(14) 小学生の夏休み講座開催について （図書館） 

(15) こどもの読書週間事業報告について （図書館） 

(16) 教育委員会における園訪問実施計画について （こども希望課） 

 

１ 開 会  

 

教育長：  

それでは、教育委員会の６月定例会を開会いたします。 

本日の議題は、協議事項３件、報告事項16件ございます。 

報告事項（11）については、非公開といたします。 

それでは、次第に沿って順次進めてまいります。 

 

２ 教育委員会５月定例会議事録の承認について 

   意見はなく、承認された。 
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３ 事務報告及び行事予定報告 

教育部長から事務報告及び行事予定について、主な事項の説明があった。 

 

４ 協議事項 

教育長：協議事項に移ります。協議事項(1)から説明をお願いします。 

 

(1) 学校再編計画（案）について  

教育政策課長から協議資料１のとおり説明があった。 

 

教育長 教育委員会としても大きな事業になります。市長も市議会でとにかく進めていくと発

言されています。基本的にはこの計画案に基づいていくということです。教育委員の皆さ

んのところにもいろいろな声が今後入ってくると思いますので、よろしくお願いします。 

 

委員 大渕小学校が 100 人を切るということで、少し工程表が早くなって 28 年になる一部改

正ですけども、今後も他の学校で 100 人を切るようなことが出てくればその都度工程表を

見直していくのですか。 

 

教育政策課長 はい。 

 

委員 大須賀地区は５年後にということで、おそらく住民の方には寝耳に水ということになっ

てくるかなと思います。周知の仕方はどうしていくのでしょうか。また、他の地区で 26

年ぐらいから始まるというところは、進捗状況はどうなのでしょうか。 

 

教育政策課長 まず、原田小学校は複式学級が発生することが確定していますので、学校再編

に合わせながら進めますが、統合を先に行います。今年からは統合をスムーズに行うため

に交流事業を進めています。次の城東学園は、ほぼ同規模の小学校が三つあり、どの小学

校でも吸収できないという施設の制約があります。よって、城東学園は再編という形でも

って統合を進めていく計画です。原野谷と城東については、原田小と中小が全児童 100 人

を切ることを住民の皆さんも承知されていますので大丈夫と思います。上内田もまちづく

りを盛んやっていて、まちづくりの中で話し合いをしているところもあります。上内田は

まだ話し合いの開始までに２年ほどありますので、そこまでに話をしていこうと思ってお

ります。それから日坂小も複式学級のところが見えています。現時点では早めに説明会を

してほしいということなので、日坂地区には統合についての話し合いをスタートしており

ます。倉真小も引き続き協議を進めていきたいと思います。大渕小も何となくはわかって

いたと思いますが、明確に記述されたのは初めてになりますので、計画が出た後に説明会

をして欲しいという話がありましたら、また個別に伺って話をしていこうと考えています。 

 

教育部長 ２年後の話なので、そこで確実に行うと決まっているわけではありませんが、推計

の数字だと、こういう結果になりますということですので、丁寧に説明をしていきたいと

思います。毎年推計の数字をしっかり追いながら、状況は地元と共有しながら進めるとい

う形になると思います。 
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委員 倉真小が西郷小と一緒になることはない、北中の方に学園化構想で一緒となるような話

を結構聞いています。ここ最近西郷小との統合という話が出てきて、保護者の方が北中と

の話はどうだったのかということを聞いたのですけど。何か経緯を特に聞いていないので

すが。 

 

教育政策課長 地域とは正式に話をしていません。おそらく、西郷小と城北小が施設的に教室

がいっぱいで、あふれてしまいそうなぐらいのところなので、倉真小を入るのが難しいの

で、入れるなら北中という話がまことしやかに流れたのではないかと思われます。城北小

と西郷小という説明はしています。統合については、通学距離の問題とか、中学校と小学

校だと階段の高さとか細かな基準が違う施設的な問題や、小規模な倉真小が北中へ入って

しまうと中学校の中に小規模の小学校が入っただけとなり、グループワーク等の授業の実

施も困難になり、統合のメリットがほとんどありません。後々問題があるのではと思いま

す。 

 

委員 五明のあたりは住宅が増えています。西郷小にプレハブを建てましたが、そこもかなり

いっぱいだよって聞いていたので、倉真小の子どもたちが入るスペースがあるのだろうか

という話がでていて、それも追々検討されていくということですね。 

 

教育政策課長 物理的にどう入れるかという問題はあるものですから、それと周りに敷地の拡

張ができるのかということもあります。プレハブ校舎ということですが、建築方式がプレ

ハブということで、この南館と同じです。どう配置ができるかは、今後の検討ということ

で進めていきたいと考えています。 

 

教育長 北中に倉真小が入るというのは、再編計画の最初の一貫校を作るという話の中で、一

つの小学校の人数だったら入るかもしれないということで、中学校においては学区の一部

の小学校を中学校に先行して入れるという考えもあるだろうという話が出ていたことはあ

りますが、今はそういう話はないです。倉真小を入れられれば一貫教育ができるというこ

とはなく、ただ施設の中に入れられるというだけの話です。子供たちの教育活動の充実を

考えると一貫教育へ繋げるためにはやはり小学校と小学校の統合が当然望ましいというこ

とです。今、倉真小と西郷小はオンラインで交流を行っています。7 月に入ったら実際に

どちらかが行くのだと思いますけど、合同授業で徐々に馴らしていきます。原田小と原谷

小については既に交流活動を行っていて、かなり好評で子供たちも喜んでいると聞いてい

ます。今後、日坂小と東山口小など複式学級の可能性あるところは学校同士で交流活動を

進めていくという計画です。 

 

委員 このパブリックコメントの回答はもうホームページか何かで返しているのですか。 

 

教育政策課長 まだです。このあと市の意思決定をする庁議後に、市議会全員協議会に出した

後に公開する予定です。 

 

委員 反映しないという文言を反映する可能性が低いとか、明確にした方がいいというのは確

かにあるのですが、実現の可能性が低いとか表現を変えた方がいいのではと思います。 
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委員 小学校で自然教室に行っていると思うのですが、ある学校とない学校がありますが、な

くなっているのですか。学校がそれを決めるのですか。 

 

学校教育課長 学校がそれぞれ判断されています。小規模の学校では４年５年の２学年で行く

ところもあります。大規模な学校は１学年で行っています。今まで２泊３日で行ったもの

を縮小して１泊にしたりしたところもあります。様々です。 

 

委員 行かないというところもあるのですか。 

 

学校教育課長 修学旅行はどこも行っています。それ以外の下の学年で泊を伴う研修がないと

ころは当然あると思いますが、少ないと思います。学校は泊を伴う形で自然学級等に行っ

ているところが多いです。 

委員 なくなっていくのは、大変だからということですか。 

 

学校教育課長 行事の精選という中で出てきた話というのは大きいと思いますが、ただ、そこ

で学べるということもありますので、かなり慎重に学校ごとで判断しているところです。 

 

委員 学校の統合が進んで規模が大きくなることで、そういう当たり前にあった行事が無くな

っていくのではないかと保護者も心配しています。 

 

教育長 宿泊行事について、基本的には小学校６年生、中学校３年生の時に修学旅行を実施し

ていますので、その前段階として中学校は２年生、小学校だと４年生か５年生でほとんど

の学校で宿泊行事を入れていますので、学校の規模でなくなるということはないと思いま

す。むしろ大きい学校の方がなくならないです。小学校だと例えば倉真小は 1 名教員が足

らないです。そうすると運営上難しいということで、小規模校では実施をしないという学

校がいくつか出てくる可能性はあると思います。これは他市でも出てきています。そのた

め、例えば、原田小は原谷小と合同で宿泊訓練に行っています。学園の中で工夫しながら

進めています。 

 

その他意見はなく、承認された。 

 

(2) 部活動地域展開計画の策定について 

教育政策課長から協議資料２のとおり説明があった。 

 

委員 確認ですが、実施主体で、掛川市スポーツ協会と文化財団があり、その他の公認クラブ

とあります。スポーツ協会に属している競技種目や文化財団のところは教育委員会は特に

公認手続きを取らないということですか。 

 

教育政策課長 現在のところ全て公認を取っています。完全に部活動から切り替えが行われる

ような時期からは全て公認である理由はないのではというところもあります。 
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教育長 スポーツ協会と文化財団は指導者研修を合同で行っています。一般地域クラブから立

ち上がってきたバスケや新体操の指導者については研修を行い、その上で公認をしていま

す。 

 

委員 現段階では公認するということですが、移行後はスポーツ協会や文化財団は独自運営で

きるということでしょうか。 

教育政策課長 はい。任せられるのではと思います。 

 

委員 今後細かいところを検討していくと思うのですが、例えば、クラブに入っていた時に、

生徒の事故に対する責任の所在ということはどうですか。例えば掛川市教育委員会が公認

しているクラブの中で事故が起こった場合に、掛川市教育委員会としては、どう考えるん

だというようなこととが出てきたりすると思います。また、高校の立場で言うと、中学生

の部活動の実績っていうのは選抜に反映されるので、クラブでの実績がしっかり選抜資料

に記載されるように中学校との連携も必要になると思います。 

 

教育政策課長 事故に対する責任について、例えば掛川 JFC であったり、ジュビロなどは問題

ないと聞いています。他のクラブチームが対応できているかどうかまではまだ確認がとれ

ていません。 

 

教育長 基本的にクラブに入って実績を残した場合は、必ず学校に報告をして、調査書に記載

するようにしています。 

 

委員 抜けているところもあり把握ができていないことがあります。 

 

教育長 もしかしたら子供から学校へ報告が上がってなければ、当然学校も把握できません。

基本的にはそのような顕著な実績は記載をするということで、徹底していくことになると

思います。 

 

委員 保険加入の促進についてですが、ご自分の健康保険が使えるということもあるので、む

やみに保険に入るのではない方が経費節減にはなることもあると思います。 

 

教育政策課長 現在のところでは、保険の加入というのは公認するときには必ずチェックをし

ています。健康保険の利用については、今後検証や検討をしていきます。 

 

教育長 保険には入っています。入らなければいけないと指導をしています。ご家庭で独自に

入っている保険があって、それを使うかはご家庭の判断ですが、保険には入るように指導

しています。 

 

教育政策課長 保護者送迎時の事故まで対象となる保険に入っているところと活動時のみとい

うところがあります。現在は最低限でも活動時の保険は入るというのが公認の条件になっ

ています。 
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教育長 現在も部活の保険は市で入っています。今後は団体個々に入っていただくということ

です。 

 

その他意見はなく、承認された。 

 

(3) 掛川市社会教育委員の委嘱について 

学校教育課長から協議資料３のとおり説明があった。 

 

承認された。 

 

５ 報告事項 

 

(1) 掛川の教育＜令和５年度の統計書＞について 

教育政策課長から報告資料１のとおり報告があった。 

 

 (2) 第17回かけがわ教育の日について 

教育政策課長から報告資料２のとおり報告があった。 

 

 (3) 掛川教育ディスカッションについて 

教育政策課長から報告資料３のとおり報告があった。 

 

 (4) 新制服着こなしガイドラインについて 

教育政策課長から報告資料４のとおり報告があった。 

 

（5）部活動地域展開推進事業の進捗状況について【一部非公開】 

  教育政策課長から報告資料５のとおり報告があった。 

 

(6) 掛川市学校ネットパトロールの結果報告について（５月分） 

教育政策課長から報告資料６のとおり報告があった。 

 

(7) 第８回「はばたけ未来の吉岡彌生賞」の実施について 

教育政策課長から報告資料７のとおり報告があった。 

 

(8) 令和５年６月給食まんてん便り及び献立表について 

こども給食課長から報告資料８のとおり報告があった。 

 

(9) 学校給食費の一部減免等について 

こども給食課長から報告資料９のとおり報告があった。 

 

委員 電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金はこのような使い方をしてもいいも

のですか。 

こども給食課長 はい。そうです。 
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(10) 掛川市内小中学校のあらわれについて  

学校教育課長から報告資料10のとおり報告があった。 

 

（11）掛川市内小中学校のあらわれについて（生徒指導報告）【非公開】 

学校教育課長から資料（非公開）のとおり報告があった。 

 

（12）令和５年度部活動指導員について 

学校教育課長から報告資料12のとおり報告があった。 

 

（13）図書館だより（令和５年６月号）及びえ（ほ）んむすびについて 

図書館長から報告資料13のとおり報告があった。 

 

（14）小学生の夏休み講座開催について 

図書館長から報告資料14のとおり報告があった。 

 

（15）こどもの読書週間事業報告について 

図書館長から報告資料15のとおり報告があった。 

 

（16）教育委員会における園訪問実施計画について 

こども希望部長から報告資料16のとおり報告があった。  

 

委員 こども園化ニュースはこれで最終号ですか。 

こども希望部長 はい。完結になります。 

 

７ 閉 会 

 

    教育長：教育委員会６月定例会を閉会します。 
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 署 名 

 

  以上について、掛川市教育委員会会議規則第16条第３項の規定により署名する。 

 

   令和５年７月25日 

 

 

 

    教 育 長                           

 

 

 

    教 育長職務 代理 者 

 

 

 

    教 育 委 員 

 

 

 

    教 育 委 員 

 

 

 

    教 育 委 員 

 

 

 

    教 育 部 長 

 

 

 


